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（会議の経過）伊水・都多小学校区 第４回 学校規模適正化に係る地域の委員会 

発言者 議題・発言内容 
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※次第「１．開会」会議の進行 

※次第「２．あいさつ」 

※次第「３．前回会議録の確認について」 

※次第「４．報告及び協議事項」資料により説明 

以上で事務局からの説明が終わりましたが、何か意見や質問はありますでしょ

うか。 

（意見・質問なし） 

この度の住民説明会では、地域の委員会の方向性について、一定の理解が得ら

れていると思っております。このことから、伊水小学校と都多小学校の２校に

よる適正化で、新しい学校の場所は現在の伊水小学校とすること、適正化の目

標時期を令和４年４月とすることを、地域の委員会のまとめとして書面を作成

し、教育委員会へ提示することとして、進めてよろしいですか。 

（意見なし・了承） 

今回の住民説明会でいただいた意見については、これからの協議会で十分検討

していただき、地域の皆様が学校規模適正化をして良かったと思っていただけ

るように進めていきたいと思っております。また、市や教育委員会においても、

過疎化対策、少子化対策にも力を入れていただくようにお願いいたします。 

※「伊水幼稚園及び都多幼稚園の取扱いについて」資料により説明 

何か意見や質問はありますでしょうか。 

この伊水幼稚園施設の利用について、要望のあった団体さんにどのようにされ

ているのかお聞きしたところ、自分の家の離れの二間を改装して保育をされて

いるということです。しかしながら、非常に狭いので人数が限られ、大体１回

に 15 人程度しか入らないということでした。伊水幼稚園を借りられるのであ

れば、低学年と高学年に分けて保育したいということを考えておられます。補

助金もないということだったので、バザーでもされて、地域の住民と一緒にこ

ういうのをやっているということで、いろいろいかがですかということも提案

されております。 

同じ蔦沢地区の人なので、これで伊水幼稚園を活用していただいて、子どもの

保育をやっていただけたら非常にありがたいと思います。 

これについて何か意見ございますか。 

放課後に活動することとなると思いますが、伊水小学校でも学童保育の活動が

行われていますよね。 

はい。伊水小学校でやっているのは、伊水学童保育所です。就労支援として、

保護者が働いておりますので、授業が終わった後に午後６時まで専用教室で見

るということになります。要望のあった団体さんがされているのはまた別のも

ので放課後教室です。子どもたちの居場所づくりとして、要望書にもあったよ

うに味噌づくりやしめ縄づくりという活動をされていて、現在は、不定期です

が、月曜日と土曜日を中心にされています。伊水幼稚園が借りられるなら毎日

活動したいという要望もございます。家庭では体験しにくい遊びや実験などの

活動をされている状況です。 

要望のあった団体さんの活動を拝見したことがありますが、学童保育活動の年

間を通しての行事との兼ね合いが少し気になったのでお聞きしました。反対と

いうわけではありません。良いことなので、できることをやっていただけたら

と思います。 
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学童と一緒に行事をされる場合は、相談しながら、「こういう行事があるので一

緒に参加されないですか」というようなやり方もあると思いますので、またそ

れを今後、要望のあった団体さんと伊水学童で調整して計画できればと思って

おります。 

都多小学校の閉校についてですが、学校周辺が草まみれになると思います。今

は先生方が綺麗にされていますが、都多幼稚園では環境が悪い状況です。閉校

後、都多小学校の校門横の剪定は誰がするのか。自治会長から言っていただく

ことかもわからないけども、地元でやるように言われても困ります。誰が管理

するのか、きっちり決めておかないと。学校近くの神社は老人会が毎回綺麗に

掃除しています。小学校の敷地内は草だらけになってしまうと思います。市役

所やシルバー人材センターが綺麗にしてくれるなら良いですが。 

閉校になった後は、学校跡地等利活用検討委員会というところで利活用が検討

されますが、利活用先が決まるまでは、財務課が管理していくことになります。

閉校になったところでは、シルバー人材センターや自治会に委託して、草刈り

などをされているようなので、同じようになるのではないかと思いますが、ま

たそれは財務課で検討されると思います。現状どおりでというのは無理だと思

いますが。 

３か月に１回ぐらいの管理程度では、荒れるのが目に見えています。旧土万幼

稚園では大変なことになっていました。 

今と同じ状態が続くというのは約束できないと思います。財務課が管理する中

で、十分草刈りができているかというのは、できていない状況であるのは確か

にありますけれども、活用が決まるまでの間は、市が管理をするということに

なっておりますので、こちらからも伝えたいと思っております。きれいな状態

を維持するというのは難しいかもしれません。旧土万幼稚園はＮＰＯ法人が活

用されています。腰の高さまで草が伸びることがないように、財務課にも伝え

させていただきます。 

小学校についてはまだ１年先になりますので、その間に対策について検討して

いただくようにお願いします。 

他に意見がないようですので、伊水幼稚園及び都多幼稚園の取扱いについては、

令和２年度末で、閉園ということで承認させていただきます。よろしいでしょ

うか。 

（意見なし・了承） 

それでは今後のスケジュールについて、事務局より説明をお願いします。 

２月中旬以降に、最終回となる第５回地域の委員会を開催させていただきたい

と思っております。その中で、地域の委員会の方向性をまとめた最終の報告書

案を作成しますので、それを確認いただくこと、また、地域の委員会での協議

内容や今後の方向性について、蔦沢地区に広くお知らせしていくために、地域

の委員会だよりを発行したいと考えていますので、その原案についてご確認い

ただきたいと思っています。さらに、令和３年度に新たに組織する地区協議会

の構成、どういった役職の方に入っていただくかという点について、一度ご確

認をいただきたいと考えています。 

協議会にはどのような方がメンバーに入られますか。 

協議会規則に定めているのですが、伊水小学校長、都多小学校長、各学校長が

推薦する保護者の代表ということでＰＴＡ会長になると思います。あと地域か

ら推薦していただく方を各４人ずつなど、おおむね 20 人程度で構成したいと

考えております。あと、地域の推薦される方で、構成するメンバーとして、保
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護者がいいのか、自治会長がいいのか、あと自治会の代表ということで、連合

自治会の会長や副会長に入っていただこうと思っております。地域から出てい

ただくメンバーをどういう方にするのがいいのか、次回協議いただけたらと思

っております。 

協議会について説明がありましたが、意見ありますか。 

（意見なし・了承） 

意見がないようですので、事務局から説明がありましたように地域の委員会は

次回が最後になります。令和４年４月から、新しい学校がスタートできるよう

に、バトンを協議会へ渡していきたいと思いますので、皆様よろしくお願いい

たします。続きまして、次回の開催日程について、事務局よりお願いします。 

※次第「５．次回開催日について」 

先ほどスケジュールでご説明させていただいたように、２月中旬以降、下旬ま

でで一度日程調整させていただいて、改めてご案内させていただきます。よろ

しくお願いします。 

以上となりますが、意見ありますか。 

おそらく協議会でいろいろ協議されることになると思いますが、希望をお伝え

させていただきたいと思います。今回の統合がすべての面で活かされた新しい

学校をつくっていただきたいと思います。この統合が 10 年、15 年続くよう、

施設や環境面にてこ入れを十分にしていただきたい。あと５年ほどしたら再統

合になるだろうからというようなぞんざいな考え方ではないようにしていただ

きたい。そのためにも、学校現場におられる先生方が、子どもの動きや学校施

設についていろいろと見ておられ思いをお持ちであるかと思いますので、先生

方の意見を十分に酌み取っていただきたい。話は変わりますが、ある先生とお

話させていただく中で、このままずるずる進んでまた統合を待つというのでは

なく、何か特化した教育が組み込めないかということです。例えば、文科省が

打ち出している国際教育の一つ、英語なら小学１年生から取り組み、６年生で

ここまで到達するというような特別な教育。また、情報社会の中、テレワーク

やリモートなどの対応。ものづくりや未来の社会・科学をめざした、ロボット

やドローンなどに関する取組などで、人がびっくりするような形の教育ができ

ないだろうかということです。その場合、希望者には校区の縛りを外して通学

できるような特別な教育環境にしていただけたらと思います。私の思いの中に、

宍粟市は、地理的・経済的面で不利な部分や弱い面があるが、他市と勝負でき

るとしたら教育面ではないかと思っています。また、新しい学校ができること

で、学校を核として子どもや保護者との繋がりを中心に、地域の新たな人間関

係がつくられたらと思っています。そういう思いをもってこの委員会に参加さ

せていただきました。 

統合が活かされた学校ということで、伝統ある小学校を、それぞれ閉じて新し

い学校にということですので、蔦沢地区の小学校として、協議会のほうも考え

ていきたいと思っております。学校現場の意見をしっかり聴いてということも、

もっとものことだと思っておりますので、現場の意見を十分酌んでいきたいと

思っております。また特色のある学校、特別なカリキュラム、そういったとこ

ろで、この新しい小学校が特色あるものになるように、協議会もしかりですけ

れども学校の先生方とも考えていきたいと思っておりますので、引き続き、ご

協力よろしくお願いいたします。決して繋ぎの小学校というふうには、教育委

員会も思っておりません。新しい学校としてスタート出来たらと思っておりま

すので、皆様よろしくお願いいたします。 
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住民説明会の時の資料の中に、令和８年度までは統合された後、単独学年で学

校は推移します。それ以降については、まだ生まれてないので、何名出生され

るかわからないので、未定ですけども一応、令和８年度までは、単独学年の学

校です。 

※次第「６．閉会」 

 

終了（午後７時 35 分） 

※発言者の表記は、「会長」、「副会長」、「委員」、「事務局」とする。 

 


